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九谷焼技術者自立支援工房 中期経営目標 

（実施期間 平成２４年度～平成２６年度） 

 

平成２４年３月 策定 

 

１ 施設の設置目的 

 本県の伝統産業である九谷焼の振興を図るため、九谷焼産業を担う人材の自立を支援す

ることを目的として設置しています。 

 

２ 施設の果たすべき役割 

 個室及び共同工房からなるインキュベーター施設として、九谷焼産業を担う人材の創作

活動と自立の支援を行うほか、共同工房の充実した設備を開放し、事業者の商品開発等の

支援を行っています。 

  

３ 事業内容 

（１）共同工房 

窯場、釉薬室等の九谷焼の制作に必要な全ての設備を備えており、九谷焼の制作に従

事し、又は従事しようとする者に、これらの設備を有料で貸し出しています。 

また、個室工房入居者や共同工房利用者を支援するため、「ギャラリー彩（いろどり）」

にて、制作作品等の展示販売を行っています。 

（２）個室工房 

電気窯、作業台等を備え、成形から上絵までの一貫制作ができ、長期間(最長３年間)

自由に使用できる個室工房(５室)を、九谷焼制作に５年以上従事し、かつ、相当の経験

と技能を有し、自立の支援を必要とする者に、有料で貸し出しています。 

 

４ 現状と課題  

（１） 共同工房利用者の確保・支援について 

・共同工房については、平成２２年度に５７３人の利用がありますが、一層の利用促進

に向け、工房協議会(館長、個室工房入居者、共同工房利用者の代表)などを通じ、利

用者の意見を聞き、作業環境や利用方法の改善に努めるとともに、九谷焼技術研修所

や業界と連携を図りながら、ＰＲに努めていく必要があります。 
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・ホームページでは、ガス窯、上絵窯等設備の予約状況の閲覧や使用申込ができますが、

情報を探しづらいなど使い勝手に課題があり、改善していく必要があります。 

(２)個室工房入居者の支援について 

・入居者が自立できるよう、隣接する九谷焼技術研修所のデザイン支援事業等への参加

を促すなど、技術、経営面の指導や販路開拓の支援を行っていますが、伝統産業を取

り巻く環境は、市場縮小等もあり、依然として厳しい状況にあり、より一層の支援が

必要となっています。 

・入居者の意見を聞きながら、各個室へのインターネット端末の整備、空調設備の設置

等を行ってきたところであり、引き続き、作業環境の改善に努めていく必要がありま

す。 

（３）「ギャラリー彩」の充実について 

・春の九谷茶わんまつり、秋の九谷陶芸村まつりに合わせた卒業生の個展・グループ

展の開催などを行っていますが、展示内容の充実など魅力向上やＰＲを工夫し、情報

発信に努めていく必要があります。 

 （４）施設運営の効率化について 

・庁舎維持管理費については、平成１３年の開設当初から警備、清掃、電気設備、空調 

 設備などの業務を委託するなど工夫してきたところであり、一層の経費節減など、施

設運営の効率化に努めていくこととしています。 

 

５ 中期経営目標 

 

 

 

  

 

（２）測定指標と目標値 

測定指標 Ｈ２２実績値 目標値（Ｈ２６） 

① 共同工房施設利用者数    ５７３人    ６３０人

② 個室工房入居率 １００％ １００％

③ 工房利用者満足度※ - ８０％

   ※③の工房利用者満足度は、平成２４年度より、アンケート調査を行い測定します。 

    

 

 

（１）中期経営目標 

① 共同工房の利用者数を１０％増加させます。 

 ② 個室工房入居率１００％を維持します。 

 ③ 工房利用者満足度８０％を目指します。 
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６ 目標達成に向けた具体的な取組内容 

（１）共同工房利用者の確保・支援について 

・石川県九谷陶磁器商工業協同組合連合会及び各企業等関係者と密接に連携を図り、

共同工房の利用を促すとともに、平成２３年４月に発足した九谷焼技術研修所の OB

経営者連絡会を通じて研修所卒業生へ利用を促します。 

・九谷焼技術研修所の現役研修生の自主制作などでの利用を促すために、学割制度な

どの利用促進策を検討します。 

・ホームページについては、利便性を高めるため、使い勝手を改善するとともに、引

き続き、共同工房利用者の個展・グループ展の開催情報といった内容の充実に努め

ます。 

・工房協議会の開催に加え、利用者アンケート調査を実施し、これまで以上に利用者

の意見を聞き、作業環境や利用方法の改善に努めます。 

 (２)個室工房入居者への支援 

・入居者の自立を支援するため、引き続き、技術面、経営面の指導を行うとともに、

新たに、ホームページで入居者の個展・グループ展の開催情報等の提供を行います。 

（３）「ギャラリー彩」の充実 

・来訪する一般客、業界関係者やバイヤー等に、展示作品をよりアピールし、販売促

進に繋げるため、常設展示を３ヶ月ごとに入れ替えるほか、展示用小物を充実させ

るなど、展示方法の改善に努めます。 

・より多くの方々にギャラリー彩を知っていただき、来所してもらえるよう、県や各

市町の広報媒体を利用し PR に努めます。 

・ホームページにおけるギャラリー彩の展示内容等の情報提供を充実させます。 
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参考資料 

１ 施設の利用状況 

 （１）利用指標（利用人数、稼働率などの状況） 

指標 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

共同工房施設利用者数 ６１２人 ７６５人 ５７３人

共同工房設備利用件数 ５７１件 ５７５件 ４７９件

個室工房（貸室）の入居率 １００% １００% １００%

「ギャラリー彩」見学者数 ３，４２１人 ３，５４５人 ３，８２６人

  ※Ｈ２０、Ｈ２１は、伝統工芸士会が九谷焼技能向上研修を行ったことにより、工房利

用者と工房使用料が増えたもの。 

（２）使用料の収入実績 

項目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

共同工房施設使用料 2,222,400 円 2,538,450 円 2,565,300 円

個室工房施設使用料 1,575,000 円 1,650,000 円 1.275,000 円

計 3,797,400 円 4,188,450 円 3,840,300 円

 

２ 収支の状況                                             （単位：千円） 

 Ｈ２０決算 Ｈ２１決算 Ｈ２２決算 Ｈ２３予算 

歳出 職員費 ６，１８４ ６，１４０ ６，３３１ ５，１０４

管理運営費 ４，８４６ ４，３６３ ４，３２１ ４，１０９

計 １１，０３０ １０，５０３ １０，６５２ ９，２１３

歳入 共同工房施設使用料 ２，２２２ ２，５３８ ２，５６５ ２，３６０

個室工房個室使用料 １，５７５ １，６５０ １，２７５ １，５７５

個室工房光熱水費 ８７１ ８３８ ８０５ ７６２

一般財源 ６，３６２ ５，４７７ ６，００７ ４，５１６

計 １１，０３０ １０，５０３ １０，６５２ ９，２１３

 

３ 利用者１人あたりの一般財源投入額 

                   Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

一般財源投入額 ① ６，３６２千円 ５，４７７千円 ６，００７千円

利用者数 ②（共同＋個室５） ２，４３７人 ２，５９０人 ２，３９８人

利用者１人あたりの 

一般財源投入額 ①÷②  
２，６１０円 ２，１１４円 ２，５０５円

    ※利用者数は（共同工房利用者数＋個室工房入居者数×３６５日） 


